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東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
「
復
興
へ
の
提
言
」
の
文
意
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
（
以
下
、
「
復
興
構
想
会
議
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
五
日
、
「
復
興

へ
の
提
言
〜
悲
惨
の
な
か
の
希
望
〜
」
を
取
り
ま
と
め
、
内
閣
は
議
論
の
結
果
を
復
興
に
関
す
る
指
針
等
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
前
日
の
六
月
二
十
四
日
に
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）

（
以
下
、
「
復
興
基
本
法
」
と
い
う
。
）
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
復
興
構
想
会
議
は
、
同
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
法
定
機
関

と
な
っ
た
。
復
興
構
想
会
議
は
、
有
識
者
が
自
由
闊
達
に
議
論
さ
れ
、
「
骨
太
の
青
写
真
」
を
描
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
取
り
ま
と
め
文
書
に
も
、
相
応
の
自
由
度
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
は
理
解
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
文

意
の
中
に
、
読
者
に
明
確
に
理
解
さ
れ
ず
、
解
釈
が
様
々
に
分
か
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
政
府
に
関
連
す
る
機
関
の
文
書

と
し
て
は
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
考
え
る
。
つ
い
て
は
、
取
り
ま
と
め
文
書
の
法
的
性
格
及
び
内
閣
と
し
て
の
文
意
の
解
釈
を

中
心
に
、
以
下
十
六
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

「
復
興
へ
の
提
言
」
を
取
り
ま
と
め
た
六
月
二
十
五
日
時
点
で
、
復
興
構
想
会
議
は
復
興
基
本
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る

法
定
機
関
と
な
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
が
、
取
り
ま
と
め
文
書
の
法
的
性
格
は
、
復
興
基
本
法
に
照
ら
し
、
「
建
議
」
で
あ

る
の
か
、
「
意
見
」
で
あ
る
の
か
、
伺
う
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
四
月
十
四
日
付
け
閣
副
第
一
二
〇
号
と
の
関
係
で
は
、

一



総
理
の
「
諮
問
」
に
対
す
る
「
答
申
」
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。

二

平
成
二
十
三
年
四
月
十
一
日
付
け
閣
議
決
定
に
よ
れ
ば
、
復
興
構
想
会
議
の
庶
務
は
内
閣
官
房
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
た
が
、
復
興
基
本
法
の
施
行
以
降
は
変
化
が
あ
る
の
か
、
伺
う
。

三

「
復
興
へ
の
提
言
」
の
文
責
は
復
興
構
想
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
あ
る
も
の
と
理
解
す
る
も
の
の
、
そ
の
作
成
に
当
た
り
、

庶
務
を
担
っ
て
い
た
内
閣
官
房
も
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
推
察
す
る
が
、
事
実
関
係
を
伺
う
。

四

「
復
興
へ
の
提
言
」
前
文
第
一
段
落
中
、
「
か
く
て
こ
の
国
の
「
戦
後
」
を
ず
っ
と
支
え
て
い
た”

何
か“

が
、
音
を
た

て
て
崩
れ
落
ち
た
。
」
と
あ
る
が
、”

何
か“

が
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
読
み
手
に
は
不
明
確
で
あ
り
、
い
か
よ

う
に
も
解
釈
で
き
る
。
内
閣
と
し
て
、”

何
か“

が
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
明
示
さ
れ
た

い
。

五

「
復
興
へ
の
提
言
」
第
二
頁
第
一
段
落
中
、
「
（
前
略
）
被
災
地
へ
の
具
体
的
処
方
箋
の
背
景
に
は
、
日
本
が
「
戦
後
」

ず
っ
と
未
解
決
の
ま
ま
抱
え
込
ん
で
き
た
問
題
が
透
け
て
見
え
る
。
」
と
あ
る
が
、
「
未
解
決
の
ま
ま
抱
え
込
ん
で
き
た
問

題
」
が
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
読
み
手
に
は
不
明
確
で
あ
り
、
い
か
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
。
内
閣
と
し
て
、

「
未
解
決
の
ま
ま
抱
え
込
ん
で
き
た
問
題
」
が
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
明
示
さ
れ
た
い
。

二



六

「
復
興
へ
の
提
言
」
第
二
頁
下
か
ら
第
二
段
落
中
、
「
共
死
」
と
い
う
用
語
が
あ
る
が
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
国
語
辞

典
に
載
っ
て
い
る
例
が
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。

七

六
に
つ
い
て
、
例
が
無
け
れ
ば
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
明
示
さ
れ
た
い
。

八

本
論
中
、
「
防
波
堤
」
、
「
防
潮
堤
」
、
「
二
線
堤
」
に
は
脚
注
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
「
多
重
化
に
よ
る
代
替
性
」

（
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
脚
注
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

九

本
論
中
、
「
新
し
い
公
共
」
及
び
「
�
次
産
業
化
」
に
も
脚
注
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

十

本
論
第
十
五
頁
中
、
「
た
と
え
ば
、
過
疎
地
に
お
け
る
祭
り
が
、
地
域
を
越
え
た
子
ど
も
世
代
を
外
か
ら
動
員
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
き
生
き
と
蘇
え
っ
た
例
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
事
例
を
示
さ
れ
た
い
。

十
一

十
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
事
例
を
脚
注
に
載
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

十
二

本
論
第
二
十
八
頁
中
、
「
原
発
事
故
を
起
こ
り
え
な
い
も
の
と
し
た
考
え
方
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
地
震
や
津
波
災
害

の
場
合
よ
り
も
、
何
か
外
の
力
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
閉
ざ
さ
れ
た
構
造
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
」
と
あ
る

が
、
「
何
か
外
の
力
」
が
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
読
み
手
に
は
不
明
確
で
あ
り
、
い
か
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
。

内
閣
と
し
て
、
「
何
か
外
の
力
」
が
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
明
示
さ
れ
た
い
。

三



十
三

内
閣
に
お
い
て
、
提
言
の
冊
子
化
を
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
冊
子
化
の
経
費
を
支
弁
す
る
費
目
、
提

言
の
著
作
権
の
帰
属
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
す
る
。

十
四

提
言
の
冊
子
化
の
際
に
は
、
提
言
本
文
に
掲
載
予
定
の
図
表
十
二
「
漁
港
の
機
能
分
担
と
今
後
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
」
に
つ
い
て
、
被
災
地
の
現
状
に
鑑
み
、
例
え
ば
、
「
水
産
物
加
工
施
設
、
製
氷
場
等
関
連
施
設
」
と
い
っ
た
表
記
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

十
五

本
提
言
は
、
準
行
政
文
書
で
あ
り
、
読
み
手
に
解
釈
を
委
ね
る
文
学
的
手
法
は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
が
、
改
め

て
、
四
、
五
、
六
及
び
十
二
に
照
ら
し
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

十
六

提
言
の
冊
子
化
に
際
し
て
は
、
以
上
の
質
問
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
も
踏
ま
え
、
国
民
に
よ
り
明
確
に
文
意
が
伝
わ
る
よ

う
に
必
要
な
修
正
を
施
す
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

四


